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１．新日銀ネット構築プロジェクト



新日銀新日銀ネットの開発ネットの開発コンセプトコンセプト新日銀新日銀ネットの開発ネットの開発コンセプトコンセプト

（１）最新の情報処理技術の採用

• 現行の日銀ネットのシステム基盤を抜本的に見直し、汎用性が高く、今後の発展が
期待される最新の技術を採用することにより、情報技術の進歩を円滑に取り入れて
いくことを可能とする

（１）最新の情報処理技術の採用

いくことを可能とする。

（２）変化に対して柔軟性の高いシステムの構築

• 機能の統廃合およびプログラムの共通化などを通じ、複雑化した現行システムのス
リム化を図り、今後の金融サービスの内容や様々なニーズの変化に柔軟に対応す
ることを可能とする。

（３）アクセス利便性の向上

• 内外の決済システムや金融機関との接続性を改善するとともに、稼動時間の大幅な
拡大が可能となるシステム基盤を整備することにより、アクセス利便性を向上させる。

＜XML電文の採用、ISO20022対応、システム接続性の向上、稼動時間の大幅な拡大＞
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新日銀ネット構築プロジェクト新日銀ネット構築プロジェクト

プロジェクトは、２段階で実施。

第1段階開発分 ： 対象業務は、オペと国債の入札関連業務、国債系オペ
の受渡関連業務。

第2段階開発分 ： 対象業務は、当座預金取引、国債決済、与信担保
関連業務等。

▽ 新日銀ネットの開発スケジュール

段階 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度

第1段階（*） システム

開発
システム開発 2 0 1 4 年 1 月 6 日

稼 動 開 始

第2段階（**） システム

開発
システム開発 2015年10月13日

稼 動 開 始

（*） 新発国債の発行や日銀の国債売買（オペ）に関係する業務が対象。

（**）その他すべての業務が対象。
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迅速で安全なクロスボーダー決済迅速で安全なクロスボーダー決済

稼動時間延長により、アジア時間（夕刻）や欧州時間（午前中）と
のオーバーラップが拡大。

―― アジア地域間での当日中の円建て顧客送金が可能に。
―― 日本・欧州（午前中）間での当日中の円建て顧客送金が可能に（中央

ヨ パ標準時 まで）ヨーロッパ標準時13：00まで）。
―― また、欧州での資金運用・調達、海外清算機関への担保差入をより迅

速かつ安全に行うことが可能に。

稼動時間（現地時刻） 10 13 1616 19 22 1 4 7

欧州時間 ： 当日午前

稼動時間（現地時刻）

米国
（Fedwire) 前日21:00～18:30

稼動時間（現地時刻）

欧州

16 19 2222 1 4 7 10 13
欧州

（TARGET2) 前日19:30～18:00

稼動時間（現地時刻）

日本 9:00～19:00

3 66 9 12 15 18 21 0
ﾊ ﾞﾝｺｸ､ｼ ﾞ ｬｶﾙﾀ： 19：00
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（現行日銀ネット）
9:00 19:00

シ ン ガ ポ ー ル ： 2 0 ： 0 0



２．リテール決済サービスの高度化

（１）２４/７サービス



主要国における主要国における24/724/7サービスの概要サービスの概要主要国における主要国における24/724/7サ ビスの概要サ ビスの概要

英国 シンガポール スウェーデン オーストラリア ＜参考＞
日本日本

実現時期 2008年 2014年

2012年

（スマートフォンを 2016年実現時期 2008年 2014年
利用した個人間
の送金が対象）

（予定）
―

稼 時 24時間近く・稼動時間 24時間・365日 24時間・365日 24時間・365日
24時間近く・

365日 平日8:30～15:30

10万ポンド 1万シンガポ
各銀行が個別に 1億円未満（1億

１件あたり
の上限額

10万ポンド

（約1500万円）

以下

1万シンガポー

ルドル（約80万

円）以下

銀

設定( 1万～15万

クローナ＜約15

～230万円＞）

小口（詳細未定）
円以上は、日銀

ネット上でRTGS

決済）

振込依頼～
着金の時間

数秒～

15秒程度
数分以内 数秒

「国際的なベスト

プラクティスの

水準」

（検討中）

数秒～15分程度
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（検討中）



英国における２４時間リアルタイム決済サービス英国における２４時間リアルタイム決済サービス

決済システム サービス内容

Faster Payments Service

①振込依頼 ⑥入金

支払人 受取人

サ ビス内容

○ サービス提供時間
週7日24時間

①振 依頼

⑤為替通知

⑥入金

②口座引落
③為替通知

支払銀行 受取銀行

（（

○ 決済サービスの種類
ほぼリアルタイムでの入金または入金予告
 Single Immediate Payments
 Forward-Dated Payments

④仕向超過額
の確認・記録

⑦ネット尻通知

銀行間決済システム

（（

1日複数回ネット決済

Forward Dated Payments
 Standing Orders
 Direct Corporate Access Payments

○ 上限額

中銀当預

支払銀行 受取銀行銀 決済 運営主体

○ 上限額
1件当たり10万ポンド

⑧ネット尻の振替

支払銀行 受取銀行銀行間決済システム
運営主体

運営主体

○ 直接接続メンバー（Members）
大手10行⑧ネット尻の振替

（注）為替通知発出後は取消不可
決済システムでは、フォーマットの適正性のみを確認

○ 間接接続メンバー（Indirect Agencies）
約300先（地方銀行、住宅金融組合等） 8



英国における２４英国における２４//７サービスの利用実績７サービスの利用実績

取扱件数 取扱金額

（百万件）
（億ポンド）

60
70
80
90
（百万件）

定額自動振込
先日付振込
即時振込 500

600

700

定額自動振込
先日付振込
即時振込

30
40
50
60

即時振込

200

300

400
即時振込

0
10
20

08 05 09 05 10 05 11 05 12 05 13 05 14 05

0

100

200

08 05 09 05 10 05 11 05 12 05 13 05 14 0508-05 09-05 10-05 11-05 12-05 13-05 14-05 08-05 09-05 10-05 11-05 12-05 13-05 14-05

（注）取扱件数・金額ともに、月次合計値。
（資料）Faster Payments Service

月 月
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わが国における２４わが国における２４//７サービスへのニーズ７サービスへのニーズ

平日夜間・土日祝日に、すぐに入金
して欲しいと思うか？

平日夜間・土日祝日の振込目的

（平日夜間）

そう思う、
どちらかといえば、そう思わない、

（平日夜間）

そう思うどちらかといえば、
そう思わない

62.3%

（土日祝日）

6 3%

無回答
（土日祝日）

58.6%
％

10（資料）日本銀行「生活意識に関するアンケート調査（第５６回）」（2013年11～12月実施）



２．リテール決済サービスの高度化

（２）金融ＥＤＩの活用



金融ＥＤＩ金融ＥＤＩ

請求確認 請求情報

支払企業 請求企業 支払企業

請求確認

請求企業

請 求
請求情報

請 求請求確認 請求情報 請求確認 請 求

中継システム

仕

向

被

仕 売 掛 金 の
消込み

仕

向

被

仕
向

銀

行

向

銀

行

売 掛 金 の
消込み
（手作業）

振込依頼

全銀
システム

振込依頼 消込み
（システム処
理）

向

銀

行

向

銀

行

商流情報商流情報

決済情報

現状 決済情報の添付 拡張は 進んでいない現状、決済情報の添付・拡張は、進んでいない。

（課題）
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 標準化の必要性、ネットワークの外部性、コスト・ベネフィットのバランス



全銀システムにおける従来の電文とＸＭＬ電文の違い全銀システムにおける従来の電文とＸＭＬ電文の違い

従来の電文（固定長フォーマット）の項目 ＸＭＬ電文（ISO20022 Pacs008）の項目 

取扱日 取扱日 <InterbankSettlementDate> 

通信種目コード 通信種目コード <PaymentTypeInformation> 

受信銀行名・店名 受信銀行名<CreditorAgent>  

<FinancialInstitutionIdentification> 

受信店名 <CreditorAgent>

全銀システムでは、

2011 年 11 月の第 6 次

全銀システムの稼動

開始により、従来の固

定
 受信店名 <CreditorAgent>  

<BranchIdentification> 

金額 金額 <InterbankSettlementAmount>  

発信銀行・店名 発信銀行 <DebtorAgent>  

定長フォーマットに加

え、XML 電文の利用

を可能化。 

<FinancialInstitutionIdentifiaction>

 発信店名 <DebtorAgent>  

<BranchIdentification> 

銀行間手数料 銀行間手数料 <ChargesInformation> 

口座番号等 口座番号 <CreditorAccount>  

<Identification> 

 預金種目コード <CreditorAccount>  

<Type> 最大 20 桁<Type>

EDI 情報 EDI 情報 <RemittanceInformation> 

 EDI 情報（拡張）<RemittanceInformation> 

受取人名 受取人名 <Creditor> 

依頼人名 依頼人名

最大 20 桁 
最大 20 桁

最大 140 桁 

さらに繰り返し利用が可能 

（制限容量まで） 
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依頼人名 依頼人名 <Debtor>

 （出所）「企業決済高度化研究会」報告書 



銀行振込に添付可能な情報量銀行振込に添付可能な情報量

システム名 電文 付記情報欄の概要

米国 ACH 独自 約 800,000文字の明細データを添付可能。米国

欧州 銀行振込全般
（本年8月1日

ISO 20022（XML） 140文字。
（本年8月 日

～）

英国 Faster 
Payments

ISO 8583（固定長） 140文字。現在、①ISO 20022を導入する可能性、
②付記情報欄のあり方について検討中。Payments 

Service
②付記情報欄のあり方について検討中。

シンガ
ポール

FAST ISO 20022（XML） 140文字。

オースト
ラリア

New Payments 
Platform 

（2016年予定）

ISO 20022（XML） 相当量の明細データ（例：280文字）の入力が可能
になる予定。

（2016年予定）

＜参考＞
日本

全銀システム 全銀フォーマット
または

ISO 20022（XML）

20文字（全銀フォーマット）、140文字以上（ISO
20022）。
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ISO 20022（XML）



欧州欧州SEPASEPA（（Single Euro Payments AreaSingle Euro Payments Area）の普及状況）の普及状況

100900
（百万件） （％）

80
90
100

700

800

900

SCT月中件数

SCTの割合

60
70

500

600

700 SCTの割合

30
40
50

300

400

10
20
30

100

200

00
08/3月 10/3月 12/3月 13/4月 6月 8月 10月 12月 14/2月 4月 6月
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（注）SCTとは、SEPA標準の銀行間振替（SEPA Credit Transfer <SCT>）を指す。
（資料）European Central Bank


